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はじめに 
 
 本研究プロジェクトは、近代ヨーロッパの地域的再編成の歴史を国民国家内の諸地域、
国民国家を超える諸地域の双方からとらえ、政治的・社会的変動を通じて旧来の社会秩序
が変容し、新たな社会秩序が形成される過程を分析することを目的とした。研究視角とし
て開拓しようと考えたのは次の二点である。 
 第一に、地域の再編成と社会秩序の生成を比較史的に把握することである。当初、研究
プロジェクトに所属していたメンバーは、ドイツ、オーストリア、ハンガリー、ギリシャ、
アイルランド、フランス、アメリカ合衆国の近現代史を研究しており、研究会の開催を通
じて、それぞれの地域史の経験を比較考量し、相対化することをはかった。このうち、本
報告書では 4点の研究を収録することができた。 
 第二に、諸地域に関する研究者を糾合することで、大規模な政治的・社会的変動を多様
な視角から究明することをはかった。研究対象となったのは、19世紀の国民国家形成期(ギ
リシャ)、第一次世界大戦前後の諸帝国の解体と国民国家(ドイツ、オーストリア)、移民と
社会変動(アメリカ合衆国)である。 
 具体的に個々の論稿についてのべれば、栗原久定の論稿は、第一次世界大戦によって再
編を余儀なくされたオーストリア＝ハンガリー、ドイツの中欧諸国において、戦争目的と
戦後地域秩序のあいだにはどのような関係があるかを分析した。松浦真衣子の論稿は、ギ
リシャ国民国家の形成にあたって、バルカン半島、ビザンツ帝国、オスマン帝国など多様
な地域枠組みの中で、国民国家という地域編成が選択・形成されていく過程を分析してい
る。綿貫ゆりの論稿は、アメリカ合衆国におけるイタリア系移民の思想と行動を追求する
ことを通じ、民衆史的観点から国民・民族・地域の枠組みを超える論点を抽出しようとし
ている。小沢弘明の論稿は、両大戦間のウィーンをめぐって議論されている「一都市社会
主義」の実験に関する研究文献を目録化し、国家内の地域、都市内の地域を扱う視点を提
示している。 
 これらの作業を出発点として、帝国論や EU などの地域統合論の抽象性や上からの視点
を克服し、国家や国家内の地域社会の実態から、地域概念を主体的に形成・選択していく
プロセス、および下から社会秩序を形成しようとする動きを把握することができると期待
している。 
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